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町民のうごき
世帯数� 1，941 l男� 4，218
人口�  8，525J女� 4，307
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生
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入
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出

死

転
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暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

言
う
ま
い
と
思
っ
て
い
て
も
、

の
ご
ろ
の
暑
き
で
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
お
変
わ
り
な
く
元
気
で
お
す
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
町
政
に
た
ず
き
わ
る
者
と
し
て
町
民
各
位

の
ご
要
望
に
そ
う
べ
く
、
広
い
視
野
に
立
ち
現
実
に
即
す
る

よ
う
鋭
意
努
力
し
て
い
ま
す
。
お
ひ
ま
な
お
り
に
は
「
み
な

さ
ん
の
役
場
」
に
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

酷
暑
の
瑚
皆
さ
ま
が
た
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

つ
い
口
に
出
て
し
ま
う

月

盛

夏
勝

岡仲小堺

木本野西

浦

長

照英兵福

町助

ィ長:

収
入
役

勝
浦
町
議
会
議
長

副
議
長

若

一
般
会
計
決
算
概
要 

ω

農
業
セ
ン
タ
ー
業
務
紹
介 

ω

国

民

年

金

だ

よ

り

:

・

・

州

・e

・-e
.

， 
.

0

山
山ω

夏

休

み

中

的

生

活

指

導

・ 

m

交
通
安
全
講
座 
-

e

e

-

-

-

e

e

e

・

川

間

同
和
教
育
ン
リ 
l
ズ

。

。

附

今
月
の
農
作
業
メ
モ 

0

0

・

ω

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 
0

・ 
-

e

・e

・--叫川

肇男正二一

横
落七瀬
成月の
式二町
を十に
祝日水
つ勝銀
て/甫灯
の田Tが
阿商
;皮工
踊会
り事
業

よ
る
フド
銀
灯
設
置
の� 

おもな内容

水
泳
事
故
防
止
十
力
条

し
上
げ
ま
す
。
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昭和47年� 8月1日 カ= つ つ ら 第26号 (2) 

般
会
計
決
算
概
要


成� 
JllL. 

大

lT 


、~

¥F  

6，641千問(1.7%)|扶助費
維持補修費 3，031千円(0.8%) 

出資金貸付金 1，216千円(03%) 
繰出金 13，926千円(34%) 

落成王てにおける武市県知事の祝詞

(2.2%)千円0，∞9 

(
か
ん
き
つ
生
産
調
査
分
析
施
設
・

果
樹
機
械
化
セ
ン
タ
ー
)
が
こ
の
ほ

ど
完
成
。
き
る
六
月
二
十
八
日
、
武

歳

入

合

計

四

歳

出

合

計

四 

二
、
四
八
九
千
円

差

引

一 

O

、
八
一
七
千
円

O

市
県
知
事
を
迎
え
県
・
農
業
団
体

・

果
樹
広
域
関
係
市
町
村

・
農
協
組
合

代
表
者
な
ど
関
係
者
多
数
出
席
し
て

盛
大
に
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
六
年
度
の

一
般
会
計
決
算
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

二
ニ
、

三 

六
千
円

O

地
を
形
成
す
る
関
係
六
市
町
村

一 

桜立金

O

こ
の
施
設
は
県
下
果
樹
広
域
主
産

町税� 
53，756千円� 
(13.0%) 

農
協
管
内
の
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
の

栽
培
技
術
の
統
一
向
上
と
果
実
品
質

の
維
持
向
上

・
関
係
地
域
内
の
販
売

対
制
の
整
備
と
流
通
の
大
型
化
に
対

応
す
る
た
め
の
意
志
統

一
・
う
ん
し

ゅ
う
み
か
ん
を
と
り
ま
く
情
報
の
交

県文J担金� 16，969下円(4.1%)
使用料手数料�  

7，903千円(1.9%)
紬越金�  8，692千 円(2.1%)
繰入金�  6，500千円(J.6%) 
務付金�  7，684千円(J.9%) 
情 収 入 �  5，505千同(1.3%)
向
l

樹~*取科書悦交付金 
4.211千円(J.0%) 

その 他� 1.775千問(0.5%) 

12，719千円(3.2%) 
14，058千円(3.5%) 
2，630千円(07%) 
8，365千円(21%) 
7，848千円(19%) 

|議会費衛生賀
商ー工費
消防積
災害復旧費� 

農
業
セ
ン
タ
ー
の
落
成
式

換
と
対
応
策
の
検
討

・
な
ど
貯
蔵
み

か
ん
産
地
と
し
て
の
産
地
体
制
の
強

化
を
図
る
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

〔
工
事
概
要
〕

付
か
ん
き
つ
生
産
調
査
分
析
施
設

挙

か
ね
て
か
ら
勝
浦
中
学
校
西
側
に

建
設
中
で
あ
っ
た
農
業
セ
ン
タ
ー

。
構
造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
二
階
建

一
階
事
務
室
九
八
・
一
百

二
階
会
議
室

完
成
し
た
農
業
セ
ン
タ
の
全
景

。
施
設

呆蹴胤錦織紋 e泣き五主!M~~~~. ~成，i(

。
面

積

三 

0
・
O
M 

O
構

造

鉄

骨

造

り

(屋
根
ス
レ
ー
ト
葺
き 
)

l
ザ

O
一
九
、
二
六

O
円O

円
) 

口
機
械
化
セ
ン
タ
ー

。
施
設

ブ
ル
ド 

回
総
事
業
向

一
八
、 

F

(
国
県
補
助
九
、 

0
0
0、
0
0 

0
円
、
広
域
関
係
市
町
村
、
農
協

、
負
担
金
九
、

O

。
面

積

四

二

二
・ 

一
げ

O一二 一一

七・
・八

一
九
、
二
六 

O
M

t
一台

MUS04
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MUS04
テキストボックス
一般会計決算概要

MUS04
テキストボックス
盛大に挙行



(3) 第26号� カ= つ フ ら 昭和47年� 8月1日

ぉ 手耳� 

一 階

二 階

戸、¥

f¥  

。
事
務
局
長

吉

農
業
セ
ン
タ
ー
の
業
務
紹
介


岡
喜
美
雄

る
た
め
毎
年 

(年
六
回
余
)
現
地
で

講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
と
し

二

年
間 
)
は
技
術
員
が

地
域
を
担
当
し
現
地
講
習
に
あ
た
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

。
担
当
す
る
地
域
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

久
国

十期

ョー

こ
と
で
も
け

つ
こ
う
で
す
。
係
で
は

勝
家
の
み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て

い
ま
す
。
ど
し
ど
し
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

農
事
相

談

日

毎

週

水

嶋

田

(午
前
九
時
か
ら
四
時
ま

で
)

一
、

勝
浦
町
燥
協

相当

町内
姐当
技
術
員

二
、
生
比
奈
農
協
同
当

町
内
盟
国技
術
凪

三
、
成
業
セ
ン
タ
ー
担
当
普
及
所
伎術一回

幽
股
業
セ

ン
タ
ー

審
議
開
穆
無

小

松

島

農

業

改

良

普

及

所


勝

浦

支

所


こ
の
ほ
ど
農
業
セ

ン
タ
ー
に
事
務


所
を
移
転
し
ま
し
た
。


農
家
の
み
な
さ
ん

の
ご
相
談
は
も


農業センタ一
前曹

と
よ
り
管
内
幾
業
生
産
・
販
売

・
所

章

22農週� 新規に電話を架設� 
2E2吉~ 堀- 普. 西 西 長 及及セf f町ご 当野 田所野 金所

所)タ 技)技タ係タ 者技?

張
り
切

得ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

の
向
上
に
努
力
す

っ
て

い
ま
す
。べ

く
所

。今
後
と
も
よ

員
一

同

〆

氏
師町I両寺町2 師町自 2 神i2 長町� 長員 名

黒山� m前平野川 石山江西

f旦ぷ寸志、持ト
横瀬今

当山

賀紫 ・
谷山

台円
地

域稼 中角中 角中 山勢 名
111立

果

名
出生 中生

樹美山名 重g 研勢
究

星 星 it 
主J主の内� 谷 野谷 単� 

i立111 の
内� )旭� ~ 内

JII 
旭北山� 内

果
樹
広
域
主
産
地
形
成
事
業
と
し
て
設
置
し
た
農
業
セ

ン
タ
ー 

(
か

ん
き
つ
生
産
調
査
分
析
施
設

・
果
樹
機
械
化
セ
ン
タ
ー
)
の
管
理

・
運

営

・
機
構
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、

広

域

係

未

定

(

非

常

勤

)

(県
農
協
連
合
会
か
ら
派
遣
の
予
定
)

二
、
町
内
係

係

長

長

町

豊
秋

技
師

西

野

仁

美

・
吉
野

三
、
農
業
機
械
係 隆

生

・
西

広

美

ブ
ル
ト 
|
ザ
の
オ

ペ
レ
ー
タ

数
名

四
、
庶
務
係
(臨
時
事
務
職
員
二

名

以
上
の
機
構
を
も

っ
て
業
務
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

大

会

崎

支

み
か
ん
現
地
講
習
会
に

出
席
す
る
技
術
員
の

担
当
地
域
を
決
め
ま
し
た

み
か
ん
の
栽
培
技
術
の
向
上
を
図

管
理
運
営

果
樹
主
産
地
を
形
成
す
る
関
係
市

町
村

・
農
協
が
徳
島
地
域
果
樹
広
域

主
産
地
形
成
事
業
協
会 

(会
長
勝
浦

町
長
堺
福

こ

を
設
立
し
管
理
運
営

O
に
あ
た

っ
て
い
る
。(
関
係
六
市
町
村

一 

股
協
は
次
の
と
お
り
で
す
」。

〔
市
町
村
〕
徳
島
市

・
小
松
島
市

・

阿
南
市

・
勝
浦
町
・

佐
那
河
内
村
・

上
勝
町

(
農
協
〕

徳
島
市 

(佐
那
河
内
も

含
む

)

・
小
松
島
市

・
立
江

・
阿
南

市

・
桑
野

・
大
野

・
加
茂
谷
・
勝
浦

町

・
生
比
奈

・
上
勝
町

機

構

か
ん
き

つ
生
産
調
査
分
析
施
設

所
長

一
名

事
務
局
長

一
名

広
域
係
・
町
内
係

・
農
業
機
械
係

庶
務
係
の
四
係
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。

〔事
務
分
掌
〕

@

所

長

安

達

義

正 

(非
常
勤
) 

(前
県
果
樹
試
験
場
長 
)

町
内
担
当
技
術
員
の
職
務
(
専
門
項
目
)
と

担
当
す
る
地
域
は
次
の
と
お
り
で
す

み
か
ん
栽
培
の
技
術
指
導
を
よ
り

電話番号
3358番てす� 
3359 

普及 所
勝浦支所 2198番てす

お気軽にこー利用下さい。

農業セ ンター� . 小 松 島農業改良
普及所勝浦支所

位
と
し
て
担

当

地
域
を
決
め
ま
し

E事水
三相曜�  
iE談日
マ日は;
だで
ごす

い
っ
そ
う
充
実
す
る
た
め
農
協
を
単

た

長西 西� t 
氏

野 野 町� 

f支 技 係技
名

日市日市 長自市

奈 当� 
H 11 足基
 

協

牒

地協
が日必� 事芋� 

内� 1 J~成l

果 果ー果
樹� m樹
果

相T専

畜 花 そ 門
井 ヲ匹

項

自

産

作
年初� 

す且
浦
町

勝

口=

特
用

生
比

m

|人� 

作
物

農
業
セ
ン
タ
ー
町
内
係
で
は
、
農

家
の

み
な
さ
ん
の
み
か
ん

・
水
稲
そ

の
他
農
作
物
の
栽
培

・
経
営
な
ど
農

業
全
般
に

つ
き
町
内
三
カ
所
に
お
い

て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



図
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図
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面
国
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プ
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灰
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一日
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昭和47年� 8月� 1日 カλ つ つ ら 第26号 (4) 

た
め
に
、
自
分
の
家
か
ら
出
た
ゴ

ミ
は
、
責
任
を
持
っ
て
処
理
し
ま
し

ょ
う
。
十
分
間
あ
れ
ば
で
き
あ
が
り

の
焼
却
炉
を
紹
介
し
ま
す
。

特

長
一
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
用

い
、
モ
ル
タ
ル
を
使
わ
ず
に
重
ね

ヂ」“そん
制

度

を
m

全戸
ブ
ロ

ン
ク

し
で
す
か
?

・

阜
市
叩

五
オ
未
満
の
方
は
百
円、

三
十
五
オ

以
上
の
方
は
百
五
十
円
で
支
払
え
ま

国
民
年
金
保
険
料
を
過
去
に
お
い

て
免
除
さ
れ
て
い
る
方
は
、
十
年
間

の
う
ち
に
支
払
え
ば
、
当
時
の
保
険

料
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

と
え
ば
昭
和
三
十
七
年
八
月
分
が
免

除
さ
れ
て
い
れ
ば
、
今
年
の
八
月
中

に
支
払
う
と
そ
の
当
時
年
令
が
三
十
�
 

m
m

材
料

ロ
m
ブ
ロ

ブ
ロ
�
 y

煙
突
被
覆
金
網m

m

一
、
地
面
を
平
ら
に
し

作
り
方

く
な
い
。

大
水
の
あ
と

の
勝
浦
川
の
川

岸
は
、
そ
の
流

域
に
住
む
住
民

の
足
跡
で
す
。

わ
だ
く
し
た
ち

の
生
活
環
境
を

良
く
し
、
美
し

い
自
然
を
守
る

三
、
外
壁
は
十
二
�
 

一

「生活環境を良くするために」

簡易焼却炉の作り方

、

、，


を
四
段
交
互
に
積
む
。
灰
か
き
出

プ
ロ
ソ
ク
を

し
口
は
ロ

m
だ
け
あ
ら
か
じ
め
か

ぎ
と
る
。

三
、
炉
の
フ
タ
は
叩

用
い
、
煙
突
用
と
し
て
二
段
積
み
、

上
に
金
網
を
か
け
る
。

注
意
事
項

家
や
可
燃
物
と
ひ
つ
つ
け
な
い
よ

う
に
し
、
通
気
口
は
と
き
ど
き
そ

う
じ
す
る
。
ゴ
ミ
は
投
入
口
フ
タ

を
ず
ら
し
て
入
れ
、
火
を
つ
け
、

灰
か
き
出
し
口
を
フ
タ
し
て
か
ら

燃
や
す
。

現
在
、
数
カ
所
モ
テ
ル
設
置
で
き

て
い
ま
す
が
、
詳
し
く
は
普
及
所
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

通
気
ロ
3
1
5
聞

、¥



ブ
ロ

ッ

め
、
ぜ
ひ
追
納
制
度
を
ご
利
用
い
た


だ
き
、

住
民
福
祉
課
国
民
年
金
係
ま


で
お
申
し
出
し
だ
さ
い
。
 m

市
中
く

め
の

測
た

不
な
す

.
あ
ま


生
が
り


入
金
守


の
年
を


来
に

し


未
態
ら


住
民
福
祉
課

簡単で便利な焼却炉

る
の
で
誰
で
も
で
き
、
と
り
こ
わ

し
、
移
動
が
で
き
る
。

二
、
費
用
が
き
わ
め
て
安
い
。

ブ
ロ
ッ
ク
を
用

m

い
る
の
で
、
相
当
な
外
力
を
受
け

て
も
く
ず
れ
な
く
ロ
ス
ト
ル
を

使
わ
な
い
の
で
、
着
火
と
同
時
に

良
〈
燃
え
、
炉
に
ふ
れ
で
も
あ
っ

y
ク

日

枚9
枚

1
枚

d
H
H
1

ク
を
図
①
め
よ
う
に
並
べ
る
。

二
、
点
線
の
部
分
に
ロ

す
。
免
除
さ
れ
た
ま
ま
で
す
と
、
年

金
を
受
け
る
と
き
に
、
免
除
さ
れ
た

期
間
に
つ
い
て
は
納
付
し
て
い
る
人

の
三
分
の
一
し
か
も
ら
、
え
ま
せ
ん
。

余
裕
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
将
来
の
た

伺
ブ
ロ
�
 

ご
あ
い
さ
つ

」

の

施

設

が

勝

浦

の

・

釦

�

 
一

喜
び
で
あ
り
誇
り
と
し
て

か
ん
き
つ
生
産
調
査
分
析
施
設

所

長

安

達

義

果
樹
広
域
主
産
地
形
成
事
業
協
会
.

の
堺
会
長
さ
ん
か
ら
、
去
る
六
月
二

十
八
日
付
で
、
か
ん
き
つ
生
産
調
査

分
析
施
設
の
所
長
を
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
あ
ら
た
め
て
、
勝
浦
町
の

み
な
さ
ん
と
お
近
づ
き
に
な
り
ま
し

た
。
繰
と
い
う
も
の
は
不
思
議
な
も

の
と
思
い
ま
す
。

こ
の
地
球
の
上
で
、
数
十
億
年
の

昔
を
か
え
り
み
ま
し
て
も
、
ま
た
未

来
を
考
え
ま
し
て
も
、

お
互
い
一
人

一
人
と
、
ま
っ
た
く
同
じ
生
き
も
の


は
か
つ
て
存
在
し
な
か
っ
た
し
、
今


後
も
存
在
し
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
。


こ
の
勝
浦
で
袖
触
れ
合
う
お
互
い
は


誠
に
あ
り
得
ぬ
縁
の
も
と
で
、
あ
い


会
っ
た
存
在
で
す
。
こ
の
不
思
議
な


出
合
い
を
大
事
に
し
た
い
と
考
え
て


い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
大
き
な
夢
か
ら
生
ま

J

れ
た
も
の
と
賜
わ
っ
て
い
ま
す
。
赤
ん

d

E

Y
7

o
u
t
 

l

s

b

交

坊
は
生
み
落
さ
れ
ま
し
た
。
育
て
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
育
て
て
も
ら

わ
ね
ば
な
る
ま
い
と
思
い
ま
す
。

人
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
思
い
が
良
い
も
の
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
、
正
し
け
れ
ば
正
し
い
ほ
ど
、

そ
の
思
い
思
い
が
ま
と
ま
り
が
た
い
も

の
で
す
。
経
済
の
原
則
の
中
に
も
、

「
結
合
の
矛
盾
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
も
そ
の
一
つ
一
つ
は
間
違
い

が
な
い
の
に
、
そ
の
全
て
を
合
わ
せ

る
と
ま
ち
が
い
が
出
て
く
る
こ
と
で
す
。

ち
ょ
う
ど
今
日
の
日
本
の
企
業
活
動

の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
。
各
企
業

は
、
互
い
に
最
善
を
つ
く
し
な
が
ら
、

日
本
自
身
は
諸
外
国
か
ら
袋
た
、
き

に
あ
わ
ん
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
が
、
勝
浦
の
喜
び
で
あ

り
、
誇
り
と
な
り
た
い
も
の
で
す
。

各
位
の
ご

べ
ん
た
つ
と
ご
支
援
を

も
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

正

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
国民年金だより
ごぞんじですか
追納制度を
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昭
和
四
十
七
年
度
狩
猟
者
講
習
会

が
九
月
初
旬
に
実
施
さ
れ
る
予
定
で

す
。
こ
の
講
習
会
は
、
狩
猟
に
つ
い

て
必
要
な
知
識
を
習
得
さ
せ
る
と
共

に、

火
薬
類
お
よ
び
、
銃
砲
等
の
取

り
扱
い
に
お
け
る
危
険
予
防
と
狩
猟

の
適
正
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
講
習
を
受
け
て

い
な
い
者
は
、

免
許
状
の
交
付
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
は
じ
め
て
狩
猟
免
状

の
交
付
を
希
望
す
る
方
、
ま
た
経
験

者
で
あ
っ
て
講
習
修
了
証
明
書
の
有

効
期
限
(
三
年
)
が
過
ぎ
て
い
る
方

は
、
町
役
場
産
業
課
へ
受
講
の
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
産
業
課

キ
丘ヨ

二
、
プ
ー
ル
建
設
工
事
に
つ
い
て
以
上
そ
れ
ぞ
れ
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

味
問
喜
久
雄
融
員

マ
第
三
日
六
月
二
十
四
日

一
、

交

通

安

全

対

策

に

つ

い

て

午

前

九

時

開

会

川
刊
行
政
と
交
通
安
全
協
会
と
警
察
議
長
よ
り
諸
般
の
報
告
の
あ
と
、

の
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
振
興
町
長
よ
り
提
案
の
次
の
案
件
を
識
決

対
策
を
講
ぜ
よ

・

し
、
午
後
七
時
二
十
五
分
閉
会
す
る
。

判
例
金
や
懲
役
だ
け
で
は
交
通
事
六
月
勝
浦
町
議
会
定
例
会
議
決
事
項

故
は
な
く
な
ら
な
い
。
こ
れ
の
専

一
、
昭
和
四
十
七
年
度
勝
浦
町

一
般

任
職
員
を
置
か
な
い
か
。

会
計
補
正
予
算
(
第
二
号
)
に
つ

い
竹
交
通
事
故
に
お
け
る
医
療
費
給
い
て

付

に

つ

い

て

二

、

勝

浦

町

農

業

技

術

セ

ン

タ

ー

設

二
、
工
場
誘
致
の
敷
地
に

つ

い

て

誼

お

よ

び

管

理

に

関

す

る

条

例

の

三
、
下
水
排
水
の
抜
本
対
策
に
つ
い
て

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

滝
口
良
一

一

瞬

員

つ

い

て

一
、
生
名
谷
川
の
半
期
完
成
と
そ
れ

三
、
勝
浦
町
使
用
料
条
例
の

一
部
を

に
伴
う
補
償
行
為
に
つ
い
て
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

一
、
徳
島
上
那
賀
線
の
局
部
改
良
を
(
原
案
の
一
部
を
議
員
提
案
に
よ

除

く

路

上

整

備

に

つ

い

て

り

修

正

な

し

識

決

)

二一
、
地
方
行
政
の
断
絶
に
つ
い
て
四
、
勝
浦
町
営
土
地
改
良
事
業
の
桂

平

阿

武

識

員

費

の

賦

課

徴

収

条

例

の

一

部

を

改

一
、

町

営

住

宅

に

つ

い

て

正

す

る

条

例

の

制

定

に

つ

い

て

平
識
員

以
上
が 

八
月
議
会
の
主
な
議
決
事
項

一
、

社

会

教

育

問

題

に

つ

い

て

で

す

。

議

会

事

務

局

か

狩

猟

者

講

習

会

の

開

催

広

忠

こ
の
講
習
を
受
け
な
い
と


市

」

免

許
状
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん


a

L

六

月

定

例

会

*

~
四
日
閉
会
し
ま
し
た
。
こ
の
定
例
議
会
で
は
町
長
か
ら
提
出
さ
~

…
れ
た
議
案
八
件
、
陳
情
書
等
の
処
理
三
件
、
決
議
一
件
、
発
議
…

山
一
件
を
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

会
醸
の
経
過

マ
第

一
臼

六

月

二
十
日

午
前
九
時
開
会

岡
本
識
長
よ
り
諸
般
の
報
告
の
あ

と
日
程
に
入
る
。

〔
日
程
第
二
会
議
錨
署
名
識
貝
の

指
名
。

〔
日
程
第
二〕

会
期
の
決
定
。

本
日
よ
り
二
十
四
日
ま
で
の
五
日
間

と
す
る
。

〔
日
程
第
三
〕
堺
町
長
め

提
案
理
由
の
説
明
。
議
案
第
一
号
昭

和
四
十
七
年
勝
浦
町
一
般
会
計
補
正

予
算
(
第
二
号
)
外
七
件
に
つ
い
て

説
明
。
各
担
当
課
長
詳
細
説
明
あ
り
。

二
十
一
日
、

二
十
二
日
は
識
案
調
査

般
会
計
補
正
予
算
翁
預

六
月
の
定
例
町
議
会
は
、
六
月
二
十
日
開
会
し
、
六
月
二
十
川

の
た
め
休
会
。
二
十
三
日
午
前
九
時

開
会
す
る
こ
と
に
決
し
閉
会
す
る
。

マ
第
一.一
日

六

月

二
十
三
日

午
前
九
時
開
会

岡
本
誠
一長
よ
り
諸
般
の
報
告
の
あ

と
日
程
に
入
る
。

町
政
に
対
す
る
一
般
質
問

中
西
晴
美
醜
員

一
、

環
境
保
全
と
公
害
対
策
な
ら
び

に
産
業
振
興
と
の
総
合
調
整
に
つ

い
て

二
、
交
通
安
全
に
つ
い
て

小
間
武
夫
識
員

一
、

県
道
第
六
次
道
路
整
備
計
画
に

つ
い
て

的
昭
和
四
十
八
年
度
計
画

刷
新
浜
勝
浦
練
延
長
に
つ
い
て

二
、
工
場
誘
致
問
題
に
つ
い
て

的
公
害
に
つ
い
て

判
敷
地
問
題
に
つ
い
て

酉
浜
勝
巳
髄
員

一
、
町
長
の
政
治
姿
勢

小川市
町
村
連
合
法
案
対
策

制
町
職
員
と
の
対
話
に
つ
い
て

村
町
職
員
長
期
臨
時
雇
用
者
の
取

扱
い
に
つ
い
て

日
門
小
、
中
学
校
用
務
員
の
労
働
条

件
改
善
に
つ
い
て

二、

町
内
誘
致
工
場
の
見
通
し
に
つ

い
て

三
、
町
内
下
水
、
排
水
対
策
の
将
来

展
望
に
つ
い
て

四
、
道
路
問
題
と
交
通
安
全
対
策
に

つ
い
て

薬

被

害

に

煩

い冶

五
、
飲
料
水
欠
乏
地
区
に
対
す
る
対

策
に
つ
い
て

六
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
学
校
施
設
使

用
の
調
和
策
に
つ
い
て

佐
藤
寿
治
識
員

一
、
町
長
の
町
民
党
と
し
て
の
信
念

と
姿
勢
に
つ
い
て

4

一
、
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

岡

，
敬
二
親
員

一
、
農
業
セ
ン
タ
ー
の
機
能
と
組
織

に
つ
い
て

一
一、
県
道
交
通
の
確
保
に
つ
い
て

二
、
正
木
ダ
ム
建
設
に
と
も
な
う
補

悩
等
に
つ
い
て

四
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
に
つ
い

て丘
、
豊
従
¥
¥
遇
制
ア

ギ
者
の
牒 

『
化
炉d

?

つ

い

て

沼

町

ト 

U
ち司

六
、
一
年
を 

d
I
Jド 

lf

過
ぎ
た
堺


町
政
に
つ
い
て


坂
口
貞
雄
輔
員

f


一
、
道
路
行
政
に
つ
い
て


J

山川
北
岸
線
(
勝
浦
新
浜
線
)
の
盤

備
に
つ
い
て

例
今
山
石
原
抜
水
橋
建
設
に
つ

い
て

い
門
補
助
率
の
引
上
げ
に
つ
い
て

農
業
技
術
セ
ン
タ 
1

設
置
お
よ
び
誌

脇

町

ー
ほ
か
六
議
案
を
可
決 

苅

管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

aal

議会事務局

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
一般会計補正予算

MUS04
テキストボックス
猟友会だより
狩猟者の講習会の開催
この講習を受けないと免許状の交付が受けられません

MUS04
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避
難
す
る
と
き
の
注
意

防
、
警
察
、
そ
の
他
防
災
関
係
者

の
指
示
に
従
い
冷
静
、
迅
速
に
避

難

し

て

く

だ

さ

い

。

総

務

課

よ
ヴ

長
雨
の
あ
と
の
降
雨
と
強
い
雨
は
、

特
に
危
険
で
す
。

が
け
く
ず
れ
が
起
る
と
き
の
気
象
条

件
で
特
に
危
険
な
の
は
、
降
り
始

め
て
か
ら
一 

0
0
ミ
リ
を
越
、
え
る

よ
う
な
長
雨
の
と
き
と
、
一
時
間

に
二 

0
ミ
リ
を
越
す
よ
う
な
強
い

雨
が
降
っ
た
後
が
危
険
で
す
。
警

報
に
よ
く
注
意
し
て
各
人
が
避
難

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

強
い
地
震
や
地
震
後
の
雨
の
と
き

も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
斜
面
に
地
割
れ
が
で
き
た
り

わ
き
水
か
に
ご
っ
た
り
、
水
が
変

な
と
こ
ろ
か
ら
で
て
き
た
り
、
石

が
バ
ラ
バ
ラ
落
ち
始
め
て
き
た
と

き
は
危
険
で
す
。

特
に
危
険
な
が
け
の
条
件

的

傾

斜

が

三
十
度
を
こ
え
る
が
け

判
五
メ
ー
ト
ル
以
上
め
が
け

い
い
傾
斜
に
凹
凸
が
あ
る
が
け

村
上
部
が
お
お
い
か
ぶ
さ
っ
て
い

る
か
け

例
湧
き
水
が
あ
っ
た
り
、
豪
雨
の

水
が
大
量
に
集
ま
る
が
け

い
け
よ
う
壁
や
地
盤
に
割
れ
目
の
あ

る
が
け

川
く
ず
れ
た
こ
と
の
あ
る
が
け

例
人
工
の
手
を
加
え
て
い
る
が
け

例

表

土

の

厚
い
が
け

例
岩
が
土
の
よ
う
に
ボ
ロ
ポ
ロ
に

な
っ
て
い
る
が
け

糾
か
た
い
岩
で
も
割
れ
目
の
多
い

が
ナ

刷
シ
ラ
ス
な
ど
水
に
弱
い
土
質
の

き
る
、
六
月
二
十
九
日
の
勝
浦
町

観
光
協
会
総
会
に
お
い
て
理
事
、
監

事
が
選
任
さ
れ
、
七
月
十
三
日
の
理

事
会
で
会
長
、
副
会
長
に
次
の
方
が

(
沼
江
)

(
星
谷
)

(
久
国
)

(
棚
野
)

(
生
名
)

(
久
国
)

(
皇
谷
)

(
生
名
)

(
三
渓
)

(
三
渓
)

(
沼
江
)

産み方し~~
くはて棚生

業だ産い野名
き業ま--

課ぃ課す�  

一
、
ひ
と
り
は
あ
ぶ
な
い

た
し
か
な
つ
れ
と
。

二
、
許
し
を
う
け
よ

こ
っ
そ
り
行
く
な
。

三
、
ぜ

っ
た
い
に
、
泳
ぐ
な

き
め
た
所
以
外
で
は
。

四
、
病
気
の
と
き
は
泳
ぐ
の
は
や
め
て

五
、
い
つ
も
き
ま
っ
た
時
間
に
、
し

っ
か
り
泳
げ

六
、
泳
ぐ
前
に
は
、
わ
す
れ
な
体
操
。

七
、
む
り
す
な
、
い
ば
る
な
、
ゆ
だ

ん
す
な
。

入
、
つ
れ
を
わ
す
れ
な
、
は
な
れ
る
な

九
、
泳
い
で
す
ん
だ
ら
、
ま
っ
す
ぐ

家
へ
。

十
、
あ
ぶ
な
い
と
き
は
、

さ
け
べ
。

勝
浦
町
教
育
委
員
会

互
選
に
よ
り
選
任
さ
れ
ま
し
た

会

長堺

福

(
三
漢
) 

内 の
事で な
務、お監 理副

、 局力目、原、滝
台風シ戸ズンです

ー
前坂古中中間中堀敏坂近佐 山岡平 谷岡今

へ入会回口事国井田津西根鎌口藤藤本 事口本長
おご貝暮 秋
申希を八良 彰嘉源公恭 重一太貞茂寿 圭 敬 

し望募郎一 一平一雄雄伝長美郎雄明治一二忠 

込の築

、，

F

お
ち
つ
け

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
がけくずれ災害を町からなくしましょう

MUS04
テキストボックス
勝浦町観光協会新役員決まる

MUS04
テキストボックス
水泳事故防止10カ条



(7) 第26号� カh つ つ ら 昭和47年 8月1日

夏
休
み
中
の
生
活
指
導

校
外
補
導
に
協
力
を
�
 

げとしえて愛じ子はど
てで、る注惰気ど 、を

くも小よ主主、を持も自見
だ、さうをもでと分た
さそいに与つ、同の時

いの普 一一- 、� 
o a寺行�  '.....1 

li，，~， s日 d

‘、
学

校

，，
E
aa
 

か

い
よ
い
よ
七
月
二
十
六
日
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
待
望
の
夏
休
み
に
は
い

リ
ま
す
。

チ
ど
も
た
ち
の
夢
は
、
海
に
山
に

川
に
と
果
て
し
な
く
、
の
び
の
び
と

展
開
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
反

則
に
わ
た
る
夏
休
み
を
有
意
義
に
過

ご
さ
せ
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち

が
自
分
で
考
え
、
自
分
で
実
行
し
、

そ
し
て
反
省
す
る
と
い
う
計
画
的
・

向
主
的
で
し
か
も
趣
味
と
個
性
の
設

か
な
生
活
設
計
を
樹
立
す
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
小
学
生
は
、
ま
だ
、
自

分
自
身
で
計
画
・
反
省
す
る
こ
と
に

い
ろ
い
ろ
問
題
が
生
ま
れ
て
く
る
た

め
、
家
族
が
子
ど
も
の
計
画
・
実
行
・

反
省
す
る
こ
と
な
ど
、
夏
休
み
の
生

活
に
つ
い
て
、
じ

っ
く
り
と
話
し
合

わ
れ
な
け
れ
ば
、
と
か
く
生
活
が
不

規
則
に
乱
れ
が
ち
で
あ
り
、
ま
た
恩

わ
ぬ
危
険
や
誘
惑
に
つ
き
当
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
事
項
を
ご

参
考
の
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
子
さ
ま

と
相
談
し
、
本
年
の
夏
休
み
が
き
ま

り
あ
る
う
ち
に
も
、
自
由
で
健
康
で

し
か
も
安
全
で
明
か
る
く
楽
し
い
生

活
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

@
毎
日
規
則
正
し
い
生
活
を
さ
せ
て

く
だ
さ
い
0

・
休
み
の
最
初
に
子
ど
も
と
よ
く
相

談
し
、
無
理
の
な
い
実
行
可
能
な

計
画
を
休
み
の
生
活
全
般
か
ら
た

て
、
学
年
に
応
じ
た
生
活
記
録
を

-
子
ど
も
会
の
諸
行
事
に
は
進
ん
で

参
加
さ
せ
、
よ
き
助
言
者
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

。
そ
の
他

・
手
伝
い
も
勉
強
の

一
分
野
と
考
え

る
と
共
に
家
族
の

一
員
と
し
て
の

述
帯
感
を
獲
う
意
味
か
ら
も
、
年

令
に
過
し
た
役
割
を
話
し
合
い
の

上
で
決
め
実
行
さ
せ
て
く
だ
さ
い

0
 

.
チ
ど
も
の
非
行
や
危
険
な
遊
ひ
な

中

学

校

か


勺

町
民
の
皆
さ
ん
、
大
へ
ん
若
い
日

が
つ
づ
い
て
お
り
ま
す
が
お
か
わ

丘

り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

日
ご
ろ
は
何
か
と
、
勝
浦
中
学
校
の

た
め
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
こ
と

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
お
ソ
ナ
さ
ま
が
た
に
と
っ
て
、

待
望
久
し
い
夏
休
み
は
、
き
る
七
月

l
t

L

の 二
三 十

六
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で

十
七
日
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
休
み
の
意
義
あ
る
過
ご
し

方
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
申
し
あ

げ
る
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
大

別
し
ま
す
と

で
計
画
を
た
て
て
、
自
主
的
に
研

究
学
習
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

一
、
悪
か
っ
た
点
を
反
省
し
、
個
性

や
畏
所
を
伸
ば
す
よ
う
に
す
る
。

一
、
家
庭
の
仕
事
を
理
解
し
、
家
族

関
係
を
親
密
に
す
る
。


一
、
病
気
や
け
が
な
ど
の
治
療
を
す
る
。


一
、
疲
労
を
防
ぎ
、
体
力
を
つ
け
る
。


な
ど
に
な
る
で
し
ょ
う
。

何
し
ろ
、
約
四
十
日
も
の
長
い
間

お
子
さ
ま
を
お
返
し
す
る
わ
け
で
す
か

ら
、
学
校
と
い
た
し
ま
し
で
も
、
じ

?
っ
ぷ
ん
計
画
は
立
て
さ
せ

、
怠
惰

に
流
れ
ず
有
意
義
な
休
み
と
な
る
よ

勺

戸¥

-、

つ
け
さ
せ
、
実
行
の
よ
う
す
に
留

意
し
通
時
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い

。

@
計
画
に
よ
っ
て
学
習
や
自
由
研
究

な
欠
点
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

家
庭
で
は
、
こ
の
際
、
し
っ
か
り
仕

事
を
さ
せ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
期
間
は
、
長
編
小
説

を
読
ん
だ
り
、
ふ
だ
ん
で
き
な
い
研

究
物
を
ま
と
め
た
り
、
ま
た
、
学
力

の
お
く
れ
を
と
り
も
ど
す
に
は
、
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

で
す
か
ら
大

い
に
励
ま
し
ま
た
、
意
欲
づ
け
て
や

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
の
催
し
も

の
や
、
納
涼
行
事
、
民
俗
行
事
な
ど

も
多
い
時
で
、
ど
う
し
て
も
夜
ふ
か

し
を
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。
中
学
生

は
、
か
ら
だ
は
大
き
く
て
も
、
心
は

子
ど
も
で
す
し
、

若
さ
に
ま
か
せ
て

ブ
レ
ー
キ
が
か
か
ら
な
い
と
き
も
あ

り
ま
す
か
ら
こ
う
し
た
点
も
よ
く

ご
配
慮
い
た
だ
き
、
九
月

一
日
の
新

学
期
に
は
、
全
員
元
気
よ
く
真
黒
に

日
焼
け
し
た
践
で
登
校
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

思
う
に
中
学
生
が
い
ち
ば
ん
大
き

く
変
わ
る
の
が
、
こ
の
夏
休
み
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
新
聞
な
ど
に
見
る

/

よ
う
に
一
つ
の
思
わ
ぬ
出
来
事
が
将

来
の
運
命
を
狂
わ
し
て
し
ま
っ
た
例

も
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
な
ん
で

も
な
い
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

よ
く
も
悪
く
も
な
っ
て
い
く
、
そ
れ

が
若
者
の
よ
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
た

反
面
未
熟
さ
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

お
子
さ
ま
の
未
来
の
た
め
、次
代
を
に
な

う
若
者
の
た
め
、
こ
う
し
た
点
を
よ

く
ご
理
解
い
た
だ
き
、
青
少
年
と
り

わ
け
中
学
生
の
善
導
と
健
全
育
成
に

ご
協
力
く
だ

さ
ら
ん
こ
と

府
内

を
心
よ
り
お

願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

'1..可圃・� 

めれ ぐさ j ~・・・1 ' 1
てる )，..，( U 

はわ�  /.fr

あこ 史=ク

を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
0

・
判
の
涼
し
い
う
ち
に
、
学
年
に
応

じ
た
勉
強
や
自
由
研
究
を
さ
せ
効

栄
の
あ
が
る
学
習
を

さ
せ
て
く
だ
さ
い

。

@
健
康
衛
生
に
注
意
し
、

う
極
力
注
芯
や
指
導
は
い
た
し
て
お

り
ま
す
が
、
や
や
も
す
れ
ば
、
ネ
ジ

が
も
ど

っ
て
し
ま
い
、
得
る
と
こ
ろ

の
少
な
い
休
み
に
終
わ

っ
て
し
ま
う

生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
ご
家
庭
の
皆
さ
ん
に
は

じ
?
7
ぶ
ん
ご
指
導
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
夜
間
の
外
出
や
無
断
外

泊
、
あ
る
い
は
オ
ー
ト
バ

イ
の
無
免

許
巡
転
、
ま
た
、
危
険
を
伴
う
水
泳

b全
�
 

身
体
の
鍛
練
に
努
め

、
�
 

て
く
だ
さ
い
。

一

可

�

 
-4将し� 

f
H
会ヘ》 γ

-
m

.
か
ら
だ
の
悪
い
 
f
は、

長

期

の

休

み

を

利

用

志

し
て
治
療
し
、
健
康

な
身
体
を
つ
く
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い

。

聞
を
つ
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

栴
飲
・
暴
食
や
陽
転
者
の
一
留
意
事

や
花
火
に
は
、
お
子

さ
ま
を
持
た
れ
て

い
な
い
ご
家
庭
に

も
ぜ
ひ
ご
協
力
を
�
 

・
ロ
ヤ
寝

・
早
起
き
・
出
閣
繭
唱
さ
・
外
出

時
の
菊
川
な
ど
健
康
上
の
良
い
沼
口

-ヤ
一
一
一
一
炉
か

-Z
J

」

一
一

吉
野

4

J
F

い
た
だ
き
、
見
つ

項
を
守
り
、
身
体
を
鍛
え
る
方
法

を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

ご
指
導
く
だ
さ
る

め
逗
内

愈

室

、
�
 

け
し
だ
い
現
場
で
�
 
4
わ
矧
可
也E

W

な
り
、
学
校
へ
ご
�
 

-F
》

連
絡
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
生
徒
た
ち
に
�
 
H

家
庭
を
知

ら
せ
る
。
に
は
ま
た
と
な
い
よ
い

機
会
で
す
。
手
に
合
っ
た
手
伝
い
は

-
f

@
安
全
に
気
を
つ
け
て
楽
し
く
元
気

に
運
動
や
遊
び
が
で
き
る
よ
う
に

配
慮
く
だ
さ
い
。

・
水
の
事
故
、
交
通
事
故
、
感
電
事

故
、
花
火
、
ト
ン
ネ
ル
遊
び
な
ど

に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
、
安
全
を

第

一
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
外
出
す
る
と
き
は
必
ず
行
先
な
ど

を
言
う
習
慣
を
つ
け
、

町
外

(
小

松
島

・
徳
島
な
ど
)
に
行
く
時
は

お
と
な
の
付
き
添
い
以
外
は
行
か
さ

ど
ん
ど
ん
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
勤

労
の
苦
し
き
ゃ
、
お
金
の
値
打
ち
を

知
ら
せ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
最
近

の
青
年
や
子
ど
も
た
ち
は
よ
い
と

こ
ろ
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
ま
す
が
、

労
を
惜
し
む
傾
向
が
強
い
の
は
大
き

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
夏休み中の生活指導
郊外歩道に協力を
小学校から

MUS04
テキストボックス
中学校から
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自
動
車
を
運
転
す
る
人
も
歩
行
者

保
護
義
務
違
反
を
し
な
い
よ
う
正
し

る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
と
か
か

が
、
東
海
道
に
列
を
つ
く
っ
て
、
そ

れ
て
い
る
。

の
跡
を
た
た
な
か
っ
た
と
い
う
新
聞

そ
の
た
め
、
当
然
、
差
別
の
怒
り

報
道
や
、
妻
子
を
連
れ
た
失
業
者
が
、

は
、
差
別
す
る
も
の
に
対
し
て
、
徹

お
寺
で
盆
飯
を
恵
ま
れ
な
が
ら
、

(
そ
の
十

二

毎

月

日

は

歩
行
者
安
全
デ

一


ω 全
施
策
を
強
化
推
進
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。

同
歩
行
者
向
心
得
に
つ
い
て
は
本

広
報
紙
六
月
号
に
詳
し
く
説
明
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
も
う

一
度
読
み
直

し
て
正
し
い
通
行
を
し
て
く
だ
さ
い
。

自
転
車
利
用
者
は

川
左
側
端
の

一
列
励
行 

ω右
左
折
お
よ
び
停
車
時
の
合
図
の

励
行

二
人
乗
り
、
片
手
運
転
向
禁
止


凶
夜
間
の
無
灯
火
、
ブ
レ
ー
キ
等


不
良
車
乗
用
の
禁
止

日
間
飲
酒
、
ふ
ら

つ
き
運
転
の
禁
止

以
上
の
点
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

宇土� 
運
重力� 
σ〉

発
展

一制移
ム一
下
uu

 
d
似
円

υ
一一vMいし 

nmノ

(
そ
の
十
一
)

底
し
て
糾
弾
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
。
そ
れ
が
ま
だ
、
水
平
社
組
織
の

広
が
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
も
な
っ
た

の
で
あ
る
。

糾
弾
は
個
人
だ
け
で
は
な
く
、
差

別
を
す
る
も
の
す
べ
て
が
そ
の
対
象

と
な

っ
た
。
役
所
、
裁
判
所
、
軍
隊

に
い
た
る
ま
で
そ
の
鋭
い
鉾
先
を
向

け
て
い

っ
た。

そ
こ
に
は
、
た
し
か
に
行
き
す
ぎ

の
面
や
、
激
し
す
ぎ
る
場
面
も
み
ら

れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
糾
弾

闘
争
に
よ
り
差
別
を
公
然
か
ら
、
非

公
然
へ
と
追
い
や
り
、
差
別
の
不
合

理
さ
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
大
き
な
成
果
と
い
え
る
で
あ
ろ

、『ノ

世
界
恐
慌
と

国
民
生
活
の
窮
乏

昭
和
四
年
(
一
九
二
九
年
)
突
如

ア
メ
リ
カ
に
お
こ
っ
た
不
況
の
波
は

た
ち
ま
ち
全
世
界
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
、
き
び
し
い
恐
慌
へ
と
発
展
し
、

そ
の
影
響
た
る
や
じ
つ
に
は
か
り
し

れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。そ

れ
は
、

現

と
ぼ
と
ぼ
と
故

郷
を
目
ざ
し
帰

、 

J 

d

っ
て
い
っ
た
物
芯
議

淵

仰

盟

語
に
、
そ
の
深
〈

AC
-
-u
?、

刻
き
が
し
の
ば
/
ん
f
ホ
V

糊可

れ
る
。こ

う
し
た
き
び
し
い
不
況
は
、
た

だ
で
さ
え
、
規
模
が
小
さ
く
不
安
定

な
皮
革
、
製
靴
、
履
物
製
造
業
な
ど

の
部
落
内
産
業
は
つ
ぎ
つ
ぎ
つ
ぶ
れ
、

ま
た
、
働
き
た
く
と
も
職
は
な
く
、

人
の
施
し
物
や
物
乞
い
に
よ
り
は
そ

ぼ
そ
と
飢
え
を
し
の
い
だ
人
々
も
少

な
く
な
か

っ
た
。
当
時
完
全
失
業
の

数
は
部
落
の
四
分
の

一
以
上
を
占
め

て
い
た
と
恩
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

つ
つ
く

次
号
は
「
太
平
洋
戦
争
と
部
溶
解
放

運
動
の
盛
衰
」
に
つ
い
て

淡

水

魚

「
ア
メ
ゴ
」
養
殖
の

講

習

会

い
安
全
運
転
を
し
て
共
に
い
た
ま
し

い
交
通
事
故
を
勝
浦
町
か
ら
追
放
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

小
肌
間
!
川
常
務
勝
浦
派
山
山
所

易

安

部

本
年
七
月
一
日
か
ら
毎
月

一
日
が

歩
行
者
安
全
デ
ー
と
な
り
ま
し
た
の

で
今
回
は
、
歩
行
者
の
安
全
等
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

付
昨
年
一
年
間
に
お
け
る
小
松
島

笹
察
署
管
内
の
人
身
交
通
事
故
は
、

丘
百
六
十
五
件
で
そ
の
う
ち
歩
行
者

お
よ
び
自
転
車
利
用
に
よ
る
も
の
が

二
百
二
十
八
件
(
四

0
・
三 
%
)
を

占
め
、
こ
の
な
か
で
こ
ど
も
と
老
人

が
百
七
十
件
(
七
四
%
)
の
高
率
で

あ
る
。
さ
ら
に
歩
行
者
事
故
九
十
八

件
の
う
ち
、
横
断
歩
道
外
の
横
断
が

二
十
八
件
、
路
上
の
と
び
出
し
二
十

一
件
、
率
の
直
前
直
後
の
横
断
十
三

件
、
そ
の
他
二
十
七
件
と
な
っ
て
お

り
、
何
等
か
の
か
た
ち
で
道
路
の
横

断
に
関
し
だ
も
の
が
六
十
二
件 

(七

三

・
四

%
)
と
な

っ
て
お
り
、
ま
た

自
転
車
事
故
に
つ
い
て
も
道
路
の
横

断
に
関
連
す
る
も
の
が
百
三
十
件
の

う
ち
百
八
件
(
八
三

・
三
%
)
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
歩
行
者
な
ら
び
に
自

転
車
利
用
者
の
き
わ
め
て
初
歩
的
、

基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
の
不
遵
守
す

な
わ
ち
交
通
モ
ラ
ル
の
欠
如
が
事
故

の
要
因
と
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

∞
こ
の
際
道
路
交
通
に
関
係
あ
る

す
べ
て
の
人
に
交
通
ル 
|
ル
を
徹
底

さ
し
、
交
通
事
故
防
止
と
交
通
安
全

思
想
の
普
及
徹
底
を
は
か
る
必
要
が

あ
る
の
で
毎
月

一
日
を
歩
行
者
安
全

テ
ー
と
し
て
指
定
し
、
あ
ら
ゆ
る
安

.

:1):; 
安


4伺

水友

平 空

代
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
は
想
像
を

勝
浦
町
の
観
光
開
発
、
米
の
生
産

目
、
京
都
市
岡
崎
公
会
堂
に
お
け
る

絶
す
る
み
じ
め
な
も
の
で
あ
っ
た
。

調
盤
対
策
の
一
環
と
し
て
、
ア
メ
ゴ

す
で
に
前
号
の
か
広
報
々
で
述
べ

た
よ
う
に
、
大
正
期
に
お
け
る
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
普
及
と
、

米
騎
動
や
ロ

シ
ア
革
命
の
影
響
は
、
搾
取
さ
れ
抑

圧
さ
れ
て
き
た
労
農
階
級
や
未
解
放

O 部
落
民
に
、
大
き
な
勇
気
と
励
ま
し

を
与
え
、
社
会
改
造
、
身
分
解
放
の

動
き
は
に
わ
か
に
高
ま
り
を
み
せ
た

の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

一
九
二 

年
(
大
正
十
一
年
)
東
京
で
聞
か

れ
た
第
一
回
メ
ー
デ
ー
や
、
ま
た

一

九
二
二
年
(
大
正
十

一
年
)
三
月
三 

水
平
社
結
成
宣
言
が
そ
れ
で
あ
る
。

特
に
水
平
社
結
成
宣
言
の
中
の

あ
の
東
北
地
方
の
穀
倉
地
帯
で
さ

の
養
殖
講
習
会
を
八
月
中
旬
に
開
催

「
解
放
・
団
結

・
自
由
」
を
呼
号
す

え
、
空
腹
の
た
め
に
体
育
の
授
業
が

い
た
し
ま
す
。

成
り
た
た
ず
、
子
ど
も
た
ち
は
学
校

受
講
希
望
者

月守今� 4

てミ


る
ス
ロ

ー
ガ
ン
や
「
人
の
世
に
熱
あ

に
も
行
か
ず
、
い
つ
来
る
と
も
わ
か

は
、
八
月
十

H

H

れ
、
人
聞
に
光
あ
れ
」
と
求
め
る
真

実
の
叫
び
は
、

わ
が
国
に
お
け
る
最

ら
な
い
列
車
の
窓
か
ら
投
げ
ら
れ
る

日
ま
で
に

初
の
砂
人
権
宣
言
。
と
い
っ
て
も
過

弁
当
の
か
ら
箱
を
待
ち
、
そ
れ
に
群

事
前
に
町
役

言
で
は
な
か
っ
た
。 

ら
が
っ
て
い
っ
た
。

場
産
業
課
ま

水
平
社
宣
言 

に
よ
れ
ば
、
耳

都
市
で
も
、
夜
逃
げ
、
行
き
倒
れ

で
お
申
し
込

の
部
落
解
放
は
、
何
よ
り
も
、
自

娘
の
身
売
り
、
親
子
心
中
が
相
つ
ぎ
、

み
く
だ
さ
い
。

ら
の
力
を
結
集
し
て
、
た
た
か
い
と

ー

産

業

課

|

汽
車
賃
さ
え
持
た
な
い
出
か
せ
ざ
者

¥J 

、
ー

長

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
毎月1日は歩行者安全デー

MUS04
テキストボックス
同和教育シリーズ
水平社運動の発展
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「
水
稲
」

0
0倍
、
テ
ナ
ポ
ン
各
八

液
い
ず
れ
か
を
散
布
す
る
。

へ
タ
ム
シ
、
フ
ジ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ

ωム
ン
は
、
上
旬
に

パ
ダ
ン

一
、

0倍

一
、
病
害
虫
の
防
除

O
O

「柿」

三
年
上
平
博
幸

四
年
池
窪
篤
子

五
年
佐
藤
郁
子

五
年
新
居
真
佐
子

六
年
北
崎
小
百
合

倍
液
で
す
。

O
O

一
、
五 

ま

る

入

選

決

ωン
六 

O
O倍
液
を
散
布 

0
0倍
液
を
混
用
で
散
布
す
る
。 

ωダ
ニ
類
は
初
秋
期
は
、
ケ
ル
セ
ン

サ
ン
ホ

ゼ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
は
、

た
ら
、
ダ
イ
セ
ン
に
エ
ル
サ
ン
八

摘
果
作
業
中
に
、
虫
の
寄
生
を
み

・
圭
作

中
尾
淳
子

六
年

貯
蓄
ポ
ス
タ
ー
作
品
の

l

，、、

本
格
的
な
夏
で
す
。
遥
目
、
晴
天

で
高
混
の
日
が
続
き
ま
す
。

ミ
カ
ン
の
春
葉
は
完
全
に
緑
化
し
、

一
人
前
の
業
と
な
り
、
炭
素
同
化
作

用
を
能
率
よ
く
行
な
、
え
る
態
勢
が
で

き
上

っ
て
い
ま
す
。

七
月
か
ら
行
な

っ
て

い
る
摘
果
も

今
月
は
い
よ
い
よ
総
仕
上
げ
の
時
期

で
す
。

真
夏
の
太
陽
を
受
け
て
ミ
カ
ン
の

葉
は
、
養
水
分
を
吸
収
し
、
炭
水
化

物
の
合
成
に
フ
ル
運
転
を
続
け
て
お

り
、
少
し
の
無
駄
も
な
く
活
用
さ
せ

る
た
め
に
、
仕
上
げ
摘
果
に
よ
っ
て
、

樹
体
内
養
分
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

っ
て

や
り
た
い
も
の
で
す
。

「
柑
橘
」

一
、
摘
果

生
理
落
果
後
の
果
実
は
、
収
穫
果

と
な
る
確
率
が
高
い
の
で
品
等
を
低

下
さ
せ
る
果
実
の
摘
果
と
、
務
果
調

節
を
兼
ね
て
仕
上
げ
摘
果
を
し
ま
し

ト
ふ
、
「
ノ
。

二
、
病
害
虫
の
防
除

コ
ク
テ
ン
病
は
、
後
期
感
染
予
防

ωの
た
め
下
旬
に
、
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ

一
、
病
害
虫
防
除 

ωモ
ン
ガ
レ
病
は
、
上
旬
に
ネ
オ
ア

ソ
ジ
ン
粉
剤
四
同
を
散
布

凶
白
ハ
カ
レ
病
は
、
台
風
前
後
に
、

サ
ン
ケ
ル
粉
剤
四
同
を
散
布

印
メ
イ
虫
、
ウ
ン
カ
、
ヨ
コ
バ
イ
、

い
も
ち
病
は
、
出
穂
前
に
キ
タ
ス

ミ
ナ
ッ
ク
粉
剤
四
同
を
散
布

州
出
業
技
術
セ
ン
タ
ー

上
の
た
め
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
も
そ
の
事
業

の
一
環
と
し
て
実
地
し
た
も
の
で
す
。

-一
年
生
か
ら
六
年

生

山

八

名 

O
入
選
作

・
特
選

六
年

.
秀
作

一二
年

平
畠
久
美

四
年

止
年

新
居
克
治

井
上
玄
雄

湯
浅
和
代

会
議

か
農
薬
の
安
全
対
策
柑

「
勝
浦
町
集
中
管
理
防
除
組
合
」
設
立

農
薬
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

危
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
適

正
な
処
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
本
町
に
「
勝
浦
町
集

中
管
理
防
除
組
合
」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
農
家
の
方
全
部
を
組
合
員
と

し
て
、
勝
浦
町
農
協
、
生
比
奈
農
協

に
管
理
班
を
設
定
し
、
農
協
ご
と
に

農
薬
に
対
す
る
安
全
対
策
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
農
薬
は
農
業
生
産
上
切

り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
症
で
あ

り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
農
薬
の
散
布

団
数
も
多
く
、
と
も
す
れ
ば
マ
ン
ネ

リ
化
さ
れ
、
農
薬
の
性
質
作
用
、
危

害
の
認
識
を
欠
く
散
布
方
法
が
と
ら

れ
、
軽
度
の
中
毒
症
状
は
っ
き
も
の

と
考
え
る
者
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
回

を
重
ね
蓄
積
し
健
康
を
害
す
る
原
因

と
な
り
ま
す
。
本
組
合
は
農
薬
散
布

上
の
健
康
管
理
と
散
布
後
の
残
余
農

薬
、
空
び
ん
、空

袋
の
安
全
処
理
を
目

的
と
し
た
次
の
事
業
を
い
た
し
ま
す
。

坂
本
小
学
校
児
童
生
徒
を
対
象
に

募
集
し
ま
し
た
貯
蓄
ポ
ス
タ
ー
作
品

を
七
月
八
日
間
か
れ
た
審
査
会
に
お

い
て
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
つ
ぎ
の

方
が
入
選
と
決
ま
り
ま
し
た
。 

応
募
者 

一
、
農
薬
取
り
扱
い
者
、
散
布
者
の

健
康
管
理

二
、
研
修
会
の
開
催

一ニ
、
農
薬
、
空
び
ん
、
空
袋
の
回
収

処
理
と
残
余
農
薬
の
安
全
取
り
扱

い
指
導


四
、
農
薬
散
布
後
の
健
康
状
態
の
調
査


右
の
事
業
は
す
べ
て
組
合
員
の
認
識


と
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
達
成
で
き
ま


せ
ん
。
農
家
自
身
を
守
り
周
辺
の
町


民
の
健
康
を
守
る
た
め
本
事
業
は
時


代
が
要
求
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。


絶
対
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
細
部
の
事
業
に
つ
い
て
は
そ
の

つ
ど
指
導
部
長
ま
た
は
果
樹
研
究
会

役
員
の
方
に
依
頼
し
て
お
知
ら
せ
し

ま

す

。

産

業

課
O

ト
匂
の
各
部
門
に
入
選
さ
れ
た
方
に
、

賞
状
及
び
記
念
品
を
贈
呈
す
る
と
共

に
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
贈
り
ま

し
た
。

な
お
、
坂
本
地
区
は
貯
蓄
実
践
地

区
と
し
て
指
定
を
受
け
貯
蓄
思
想
向

産
業
課

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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ンイ

横

;頼

士反

ビユ

こ
の
自
然
美
を
第
こ

タ

月品

み

よ

し

なすからし漬

り景ガ
長長長長長長長長 長長
男女男女男女女女女男

卓

司

祐

子

一冗

子

薫真
理
子

道

泰

美
智
子

英

樹
美

穂

吉

信

キネ

京
都
か
ら
こ
の
町
に
き
た

ー

ー

の
は
、

昨
年
の
春
で
し
た
。

不
安
の
か
た
ま
り
で
見
る
初
め
て
の

こ
の
町
は
、
な
ん
と
な
く
寂
し
そ
う

に
思
い
ま
し
た
が
、
わ
た
し
自
身
が

住
ん
で
ま
わ
り
の
か
た
が
た
に
、
親

切
に
し
て
い
た
だ
き
、
や
は
り
い
な
か

で
な
け
れ
ば
の
あ
た
た
か
み
が
あ
り

喜
ん
で
お
り
ま
す
。
昨
年
は
鮎
を
取

り
に
つ
れ
て
い

っ
て
も
ら
っ
た
り

山
へ
み
か
ん
を
取
り
に
行
き
、
そ
の

場
で
い
た
だ
い
た
あ
の
昧
は
最
高
で

し
た
。
朝
日
を
き
ま
す
と
小
鳥
の
鳴

き
声
、
昼
は
せ
み
の
声
、
夜
は
こ
お

ろ
ぎ
の
声
、
雨
の
日
に
は
カ
エ
ル
の

声
、
そ
し
て
山
と
川
の
美
し
さ
、
こ

れ
だ
け
の
自
然
が
保
た
れ
る
こ
と
は

本
当
に
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
は
買
物
に
行
っ
て
も
、
な

ん
か
人
が
見
て
は
る
み
た
い
で
は
ず

か
し
く
小
松
島
ま
で
よ
く
行
き
ま
し

(いっても) 

¥， 

t盆;t'l:なす
か らし粉

砂糖

1kg 

100g 

200g 

塩漬なす

からし:f，}� 

f合唱1M

1kg 

80g 

200g 

水 飴

食� ta

麹又は味リ ん粕

湯

200 g 

50g 

100 g 

O.H 

趨又は昧，)ん伺

轡� IAI 

200g 

0.4 e 

要点 �  

た
。
言
葉
も
少
し
わ
か
ら
な
い
の
が

あ
っ
た
の
で
よ
く
開
き
な
お
し
た
も

の
で
す
。

で
も

一つ

こ
ま
っ
た
事
は
ゴ
ミ
の

捨
て
場
所
で
す
。
川
の
横
に
穴
が
掘

っ
て
あ
り
ま
す
け
ど
、
あ
の
美
し
い

川
が
よ
ご
れ
る
み
た
い
で
い
ま
だ
に
、

お
母
さ
ん
に
持
っ
て
い

っ
て
捨
て
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

お
盆
に
は
阿
波
踊
り
、
十
月
の
お

祭
り
に
は
花
火
が
と
っ
て
も
き
れ
い

で
久
し
ぶ
り
に
子
ど
も
の
こ
ろ
を
思

い
出
し
ま
す
。
や
は
り
い
な
か
で
な
け

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
楽
し
み
は
味
わ

え
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
と
し
は
、
実
家

の
両
親
や
友
だ
ち
を
呼
ん
で
少
し
で

の水を|徐 〈。lliJ'，6 

でねる。� 1¥度{立の湯のー音50からしは摂氏(2)

(3)調 l味液を沸かしてなすを入札5-10分煮込む。� 

(4)からしと麹又はl床りん粕を合わせたものを1)日

えてよくまぜる 。� 

(5)から しがぬけないよう に密封する 。

応用

も
こ
の
紫
朴
感
に
し
た
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
、
横

瀬
で
お
好
焼
「
ジ
ャ
ン
ボ
」
を
や
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
庖
を
や
っ
て
本

当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
し
、

こ
の
庖
を
や
ら
な
け
れ
ば
、
わ
た
し

は
こ
の
町
で
知
る
人
も
少
な
く
寂
し

い
思
い
を
し
て
い
る
し
、
こ
の
町
の

良
さ
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

お
客
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
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を

教
え
て
い
た
だ
き
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れ
か
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も
、

も
っ
と
も
っ
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学
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で
行
く
つ
も
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で
す
。
京
都
に
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な
い
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さ
が
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こ

の
町
に
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い
っ
ぱ
い
あ
る
し
、
こ
の
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の
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然
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大
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に
、
わ
た
し
に
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っ
て
第
二
の
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る
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と
自
慢
し

た
い
。
こ
の
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な
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熟
な
わ
た
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に
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な
機
会
を
与
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い
た
だ
き
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に
う
れ
し
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の
勝
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町
の
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し
み
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わ
た
し
な
り

に
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
が
ん
ば

っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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